
(別紙１)

最大残留量注1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 （ppm）

1000倍散布 圃場A:<0.17 圃場A:<0.05/<0.12

500,1000L/10a 圃場B:<0.17 圃場B:<0.05/<0.12

1000倍散布 圃場A:4.9（2回,7日) 圃場A:4.4/<0.5

500,1000L/10a 圃場B:10.28 圃場B:10.16/<0.12

1000倍散布 圃場A:0.49 圃場A:0.37/<0.12

500L/10a,1300～1400 L/10a 圃場B:2.33(2回,1日)(#)注

2）
圃場B:2.21/<0.12

1000倍散布

500L/10a

1000倍散布

600L/10a

1000倍散布 圃場A：1.07 圃場A：0.95/0.12

350L/10a 圃場B：0.62 圃場B：0.50/<0.12

1000倍散布 圃場A：1.06 圃場A：0.94/<0.12

400, 350L/10a 圃場B：0.53 圃場B：0.41/<0.12

1000倍散布 1,7,14,28日 圃場A:<0.17 圃場A:<0.05/<0.12

400, 350L/10a 1,7,22,28日 圃場B:<0.17 圃場B:<0.05/<0.12

1000倍散布 1,7,14,28日 圃場A：13.2（2回,7日） 圃場A：9.4/3.8

400, 350L/10a 1,7,22,28日 圃場B：28.1 圃場B：27.2/0.9

1000倍散布 圃場A：3.61（2回,7日） 圃場A：3.28/0.33

400, 500L/10a 圃場B：2.62（2回,7日） 圃場B：2.48/0.14

1000倍散布 圃場A：<0.17 圃場A：<0.05/<0.12

200, 195.6L/10a 圃場B：0.17（2回,7日） 圃場B：<0.05/0.12

1000倍散布 圃場A：0.31（2回,7日） 圃場A：<0.05/0.26

250, 200L/10a 圃場B：0.21（2回,7日） 圃場B：<0.05/0.16

1000倍散布 圃場A：0.71 圃場A：0.59/<0.12

200, 199.6L/10a 圃場B：1.54（2回,3日） 圃場B：0.36/1.18

1000倍散布 圃場A：1.02 圃場A：0.90/<0.12

200L/10a 圃場B：1.19 圃場B：1.00/0.19

1000倍散布 圃場A：14.7 圃場A：10.0/4.7

400L/10a 圃場B：5.2 圃場B：1.9/3.3

1000倍散布 圃場A:<1.7 圃場A:<0.5/<1.2

400L/10a 圃場B:<1.7 圃場B:<0.5/<1.2

1000倍散布 圃場A：0.7（2回,7日） 圃場A：<0.05/0.66

250,300L/10a 圃場B：1.2（2回,7日） 圃場B：<0.05/1.15

1000倍散布 圃場A：1.0 圃場A：0.90/<0.12

400,300L/10a 圃場B：0.9 圃場B：0.77/<0.12

1000倍散布 圃場A：0.5 圃場A：0.36/<0.12

300,500L/10a 圃場B：<0.2 圃場B：<0.05/<0.12

1000倍散布 圃場A：3.9 圃場A：3.80/<0.12

300L/10a 圃場B：2.2 圃場B：2.07/<0.12

1000倍散布 圃場A：1.01 圃場A：0.92/0.09

300,500L/10a 圃場B：1.09 圃場B：0.95/0.14

みかん
（果肉）

2 20%フロアブル 2回

シフルメトフェン作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留量（ppm）
【シフルメトフェン／代謝物B-1】

1,7,14日

1,7,14,28日

みかん
（果皮）

2 20%フロアブル 2回 1,7,14日

1,7,14,28,45,
60日

1,3,7日

なつみかん
（果実）

2 20%フロアブル 2回

2

すだち
（果実）

1 20%フロアブル 2回

　最大残留量欄に記載した残留値は、シフルメトフェン本体及び代謝物B-1をシフルメトフェンに換算したものの和。各化合物の残留量については、「各化合物の残留量」
の欄に示した。

注2）(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない
条件を斜体で示した。

おうとう
（果実）

2 20%フロアブル 2回 1,7,14,28日

きゅうり
（果実）

1,3,7日

なす
（果実）

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大条件下の作物残留試験）
を実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）

2 20%フロアブル 2回 1,7,14日

1,7,14日

いちじく
（果実）

2 20%フロアブル

2回

もも
（果皮）

メロン
（果肉）

2

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大
残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

すいか
（果肉）

2 20%フロアブル 2回

1,7,14,28日

20%フロアブル 2回

ネクタリン
（果実）

2 20%フロアブル 2回

2 20%フロアブル

20%フロアブル 2回

1,7,14日

すもも
（果実）

2 20%フロアブル 2回 1,7,14日

りんご
（果実）

2 20%フロアブル 2回

かぼす
（果実）

1 20%フロアブル 2回

2 20%フロアブル 2回

なし
（果実）

2 20%フロアブル 2回

2回

2回 1,3,7,21日

いちご
（果実）

2 20%フロアブル 2回

うめ
（果実）

2 20%フロアブル

1,7,14,21日

茶
（浸出液）

2 20%フロアブル 2回

茶
（荒茶）

2 20%フロアブル 2回

もも
（果肉）

注3）今回の適用拡大申請に伴い、新たに提出された作物残留試験データを網掛けとした。

7,14,21,28日

圃場A：4.26 圃場A：4.14/<0.12

圃場A：3.22 圃場A：3.10/<0.12

1,7,14日

7,14,21,28日

1,7,14,28日

1,7,14,28日



農薬名 シフルメトフェン （別紙２）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績

農産物名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

なす 5 5 ○ 0.71,1.54($)

きゆうり（ガーキンを含む。） 3 申 0.7,1.2($)

すいか 0.5 0.5 ○ <0.17,0.17

メロン類果実 1 1 ○ 0.31($),0.21

みかん 0.5 0.5 ○ <0.17,<0.17

なつみかんの果実全体 5 5 ○ 0.49,2.33(#)($)

レモン 10 10 ○ その他のかんきつ参照

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 10 10 ○ その他のかんきつ参照

グレープフルーツ 10 10 ○ その他のかんきつ参照

ライム 10 10 ○ その他のかんきつ参照

その他のかんきつ類果実 10 10 ○ 4.26(すだち)
 3.22(かぼす)

りんご 3 3 ○・申 1.07($),0.62

日本なし 3 3 ○ 1.06($),0.53

西洋なし 3 3 ○ 日本なし参照

もも 0.5 0.5 ○ <0.17,<0.17

ネクタリン 2 申 1.0,0.9

あんず（アプリコットを含む。） 10 申 ウメ参照

すもも（プルーンを含む。） 1 申 0.5,<0.2

うめ 10 申 3.9,2.2

おうとう（チェリーを含む。） 10 10 ○ 3.61,2.62

いちご 3 3 ○ 1.02,1.19

その他の果実 3 申 1.01,1.09(いちじく)

茶 20 20 ○
14.7($),5.2(荒茶)
<1.7,<1.7(浸出液)

その他のスパイス 20 20 ○
10.28($),4.9

（みかん果皮）

($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。
(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。



（別紙３）

食品群
基準値案
(ppm)

国民平均
TMDI

幼小児
(1～6歳)
TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上）
TMDI

なす 5 20.0 4.5 16.5 28.5

きゆうり（ガーキンを含む。） 3 48.9 24.6 30.3 49.8
すいか 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1
メロン類果実 1 0.4 0.3 0.10 0.3

みかん 0.5 20.8 17.7 22.9 21.3
なつみかんの果実全体 5 0.5 0.5 0.5 0.5
レモン 10 3.0 2.0 3.0 3.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 10 4.0 6.0 8.0 2.0
グレープフルーツ 10 12.0 4.0 21.0 8.0
ライム 10 1.0 1.0 1.0 1.0
その他のかんきつ類果実 10 4.0 1.0 1.0 6.0

りんご 3 105.9 108.6 90.0 106.8
日本なし 3 15.3 13.2 15.9 15.3
西洋なし 3 0.30 0.30 0.30 0.30

もも 0.5 0.3 0.4 2.0 0.1
ネクタリン 2 0.2 0.2 0.2 0.2
アンズ（アプリコットを含む。） 10 1.0 1.0 1.0 1.0
すもも（プルーンを含む。） 1 0.2 0.1 1.4 0.2
うめ 10 11.0 3.0 14.0 16.0
おうとう（チェリーを含む。） 10 1.0 1.0 1.0 1.0

いちご 3 0.9 1.2 0.3 0.3

その他の果実 3 11.7 17.7 4.2 5.1

茶 20 60.0 28.0 70.0 86.0

その他のスパイス 20 2.0 2.0 2.0 2.0
計 324.4 238.3 306.7 354.7

ADI比（％） 6.6 16.4 6.0 7.1

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)

シフルメトフェン推定摂取量 （単位：μg／人／day)



(参考） 

これまでの経緯 

平成１７年１０月 ３日 農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及

び基準設定依頼 (新規：なす、すいか、茶等) 

平成１７年１０月２１日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準

設定に係る食品健康影響評価について要請 

平成１９年 ４月１９日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康

影響評価について通知 

平成１９年１０月２６日 残留農薬基準告示 

平成２１年 ４月２０日 農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及

び基準設定依頼 (適用拡大：きゅうり、ネクタリン等) 

平成２１年 ６月 ８日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準

設定に係る食品健康影響評価について要請 

平成２２年 １月２１日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康

影響評価について通知 

平成２２年 ５月３１日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成２２年 ６月 ４日 薬事・食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

 

● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 
[委員] 
  青木 宙    東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授 
  生方 公子   北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授 
○大野 泰雄   国立医薬品食品衛生研究所副所長 
  尾崎 博    東京大学大学院農学生命科学研究科教授 
  加藤 保博   財団法人残留農薬研究所理事 
  斉藤 貢一   星薬科大学薬品分析化学教室准教授 
  佐藤 清    財団法人残留農薬研究所理事・化学部長 
  佐々木 久美子 元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 
  志賀 正和   元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長 
  豊田 正武   実践女子大学生活科学部食生活科学科教授 
  永山 敏廣   東京都健康安全研究センター医薬品部長 
  松田 りえ子  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 
  山内 明子   日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部長 
  山添 康    東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授 
  吉池 信男   青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授 
  由田 克士   大阪市立大学大学院生活科学研究科教授 
  鰐渕 英機   大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授 
（ ○：部会長） 




